



Considering Sec. 346 (1) and Sec. 352 





























































































































































































(5 ) 例えば，大隅健一郎=今井宏「会社法論 中巻〔第三版J~ 182頁(1992)，東
京地方裁判所商事研究編著「商事関係訴訟2J123頁[福田千恵子](2008)，同編
『類型別会社訴訟 1 [第三版H11頁[山崎英一郎](2011)，江頭憲治郎=門口正
人編集代表『会社法体系 4J352頁[福田千恵子](青林書院， 2008)，川浜 昇
「判批」商事法務 1163号29頁(1988)，祭勝金易「判批」ジュリスト 952号 152
頁(1990)，など。
























(8 ) 前掲桟(5)~商事関係訴訟J 123頁等は，この理由を挙げている。


























































































































































































(27) 田中耕太郎「改正会社法概論~ 570頁(岩波書j高， 1940)。
(28) 佐々木良ーほか「株式会社法釈義~ 196頁(巌松堂， 1939)。



























(32) 佐々 穆『改正株式会社法柏ー 義J296頁(巌松堂， 1939)も参照のこと。


















































































(38) 稲葉・前掲注(1 )404頁，塚原朋一=羽成守編『現代裁判法体系 17.1240頁[唐
木浩之](新日本法規， 1999)，家近正直編『現代裁判法体系 17，]240頁[山田隆夫]
(新日本法規， 1999)，江頭憲治郎「株式会社法第4版j375頁(有斐閣， 2011)， 
門口正人編『新・裁判実務体系 1U237頁[本間健裕](青林書院， 2001)。
(39) 和田宣喜「取締役の職務代行者が果たすべき権利・義務一一支配権紛争下におけ




















































































































































(55) 東京地判平元・ 7・18判例時報 1349号148頁[ランド・エース事件]もそのよ
うな事例であった。
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